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北森カレッジにおける
人材育成

北海道立北の森づくり専門学院

令和５年度第61回北海道高等学校教育研究大会農業教科部会研究集会資料（令和６年1月12日）

概 要

旭川市

北森カレッジの概要
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【入学者の受入方針】

主体性を持って
学ぶ姿勢

基礎的な学力

林業・木材産業
への関心や

道内への就業意欲

【卒業認定の方針:育成すべき人材像】

＜即戦力となる人材＞

＜将来的に企業等の
中核を担う人材＞

○ 基本的な現場作業を安全かつ
適確に行える

○ 産業全体の基礎知識を有し、
幅広い分野で活躍できる

○ 資格やコミュニケーション能
力、協調性を身につけている

○ 将来習得する能力の基礎

-現場管理や経営など専門知識

-新たな技術など生産性向上

-対話や情報分析などの能力

ｰ地域活性化に貢献する能力

など

・森林調査･情報活用、林業経営、
野生動物など

①的確な森林調査・プランニング力

・育林技術、機械操作･路網整備、
森林保全など

②確かな森林施業の実践力

・森林活用、木育、
木材の加工･利用など

③森林・木材の活用力

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力や合意形成、
環境配慮、SDGsなど

④業務を円滑に進める行動力

○一般教養 基礎知識

カリキュラム CP

【教育課程の方針】
ディプロマ･ポリシーカリキュラム･ポリシーアドミッション･ポリシー

卒 業入 学 AP DP

北森カレッジの概要

3つの
方針

教育システム
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教 育 課 程

区分 講義 実習 実習
割合

1学年 216 420 66%

2学年 140 534 79%

合計 356 954 73%

令和4年度の教育課程
（単位：コマ数：90分/コマ）

最大１５の資格を取得可能
・

北森カレッジの概要
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北森カレッジの授業内容

○北森カレッジでは「実習」の時間が多く、ドローンやシミュレータなど
ICT技術なども活用し、先進的な技術の習得や技能レベルの向上が可能。

○農業高校の「講義」では、国の教科書に基づいた全国共通の基本的な内容が
多いのに対し、北森カレッジでは、道内の施業技術のほか、造林補助金、森林
経営計画作成など本道の林務行政の実務に関する内容が充実。

分野 第1学年 単位 第2学年 単位

基本能力 情報処理、フィールドワーク 2
森林科学 森林・林業概論１、樹木学 3 森林・林業概論2、森林環境科学 ３
森林経営 森林調査、森林ICT1、森林経営1 5 森林ICT2、森林経営実習、森林･林業施策形

成、森林施業ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ
5

施業技術 施業技術1、種苗技術、育林実習、森林被
害防除

4 施業技術2、育林実習２、施業技術実習 ４

林業機械 林業機械、労働安全衛生、資格A、資格B、
刈払実習、伐木造材実習1、林業機械実習
1

18 資格C、資格D、伐木造材実習2、伐木造材実
習3、林業機械実習2、林業機械実習3、林業
機械ﾒﾝﾃﾅﾝｽ実習

８

路網整備 森林路網1 1 森林路網2、森林路網３ ２
木材利用 木材加工、木材流通・木材利用1 2 木材利用2、木材流通ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ 2
森林活用 野生動物保護管理、特用林産、森林活用、資

格E（木育）、野生動植物保護管理実習
５

総合学習 キャリアデザイン、短期就業体験実習、
地域見学実習

8 地域と森林･林業、⾧期就業実践実習、総合選
択実習、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ研修、企業内研修

23

合計 43 52

北森カレッジの概要
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北森カレッジの概要

【組織体制】
○学院⾧をはじめ総務課･教務課を配置

・総務課:庶務、経理及び施設整備・管理 等
・教務課:教育プログラムの企画・調整、生徒募集、

入学試験、生徒の進路指導、
教員による講義・実習 等

○多彩な外部講師による実践的な講義実習
【外部講師】

・林業等の現場経験が豊富な企業等の職員
⇒ 林業事業体、森林組合、林業機械メーカー、関係団体 など

・専門的な知見を有する研究機関等の職員
⇒ 道総研、北海道大学、酪農学園大学 など

外部講師は令和4年度は約1５0名※の方々に依頼
約560コマ（約4割） ※を外部講師が担当
※インターンシップを除く

学院⾧

総務課⾧ 教務係⾧

教務課⾧
教務係⾧

主査（調整）

主任講師

教育第一係⾧

教育第二係⾧

主査4名

副学院⾧

北の森づくり専門学院組織機構図（令和5年6月現在）

・教員は枠内の７名と4名の林業技術職員の合計11名
⇒林業普及指導員のほか、道有林整備事業経験者、

民間経験者など豊富な現場経験を有する。
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学 費

２年間でかかる費用 （令和５年度 概ねの必要経費）

授業料等
34万円 程度

生徒諸費等
85万円 程度

・インターンシップ経費
（宿泊費・交通費）＋ ＋

※生徒諸費
傷害保険掛金、生徒会費、実習経費（宿泊・移動）、被服・道具（各自用意の物品を除く）、健康診断料、資格取得（必修）、蜂刺さされ対策費 等

学 年 入学料 授業料
（年間）

その他経費 合 計内 訳

１年生 8,320円 163,200円 646,000円程度

生徒諸費※
教材費
被服･道具(任意)
資格取得(選択）

461,000円
14,000円

100,000円
71,000円

818,000円程度

２年生 － 163,200円 208,000円程度
生徒諸費※
資格取得(選択）

100,000円
108,000円 372,000円程度

合 計 8,320円 326,400円 854,000円程度 － － 1,190,000円程度

北森カレッジの概要
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生徒が利用できる主な支援制度

種 類 支給額の目安
（年間）

道内
就業
限定

備 考

1-1
緑の青年就業準備給付金
1-2
修学環境整備給付金

1-1
R3:114万円/年
R4:142万円/年

１－
２○

1-1は林業、1-2 は木材産業等
以外（公務員等）に就業した
場合には全額一括返還

2
奨学金制度
（日本学生支援機構）

月額により
異なる

給付型・貸与型の2種類があり、
給付型は1との併用不可

3
北海道林業・木材産業人材育成支援
協議会給付金

概ね
10万円/年程度

◯

道内の林業・木材産業（但し、
市町村職員含む）に就業意志
がある場合のみ給付

北森カレッジの概要
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北森カレッジは、本道と気候や植生などが類似し林業先進地であるフィンランドの「リベリア林業専門学校」
と締結した覚書に基づき、高性能林業機械の教育プログラムの開発をはじめ、教員及び生徒の相互交流などの取
組を実施。

覚書の内容：①オペレータの指導者への教育や教育プログラムの開発等
②生徒と教職員の相互交流、
③教育ノウハウの共有及び共同プロジェクトの構築 など

○シミュレータ競技大会開催
リベリアとオンライン対戦（R4,R5実施）

北森カレッジの授業の特徴

○EduSolution
オンライン会議でリベリアの林業教育の
ノウハウを共有

○EduCamp
リベリアの林業教育や先進的なフィンラ
ンドの林業・木材産業の研修
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シミュレータを活用したオペレータ教育のイメージ

フォワーダのプログラム
B1（丸太の扱い）

B２(バンドルの取り扱い)
B3（丸太の集積）
B4（荷台への集積）

B５（荷台からの荷下ろし）
B６（集積からの丸太の分割）

B７（少量の積荷の集材と荷下ろし）
B8（集積材をまとめる効果）

ハーベスタのプログラム

D１(立木伐倒)

D２(側方伐倒)

D３(前方伐倒)

D４(皆伐作業)

F１(FSC認証)

 ハーベスタは５区分２９課題、フォワーダは８区分３８課題

北森カレッジの授業の特徴

・安全に学べる
・誰もが同じ条件で段階的に学べる
・評価が点数化され到達度が分かる
・立木･機械など手間･経費の節減
・実機トレーニングと同時に実施
（1年次：36コマ、2年次：６コマ）

▶シミュレーター教育のメリット

60点以上で課題クリア

9



6

委託契約
学院 企業

生徒 雇用契約サポート

受入可能企業等は約90企業･団体（R５)

区分 ２日間（月～火） ７日間（水～翌週の木） １日（金）

実施内容 ガイダンス等 業務の実践 ふり返り

身分 実習生 被雇用者 実習生

スケジュール（２週（10日間））

実践力を養成する⾧期就業実践実習（コーオプ教育）

北森カレッジの授業の特徴

事前準備

学院内

報告会

学院内企業内
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専門性を高めるカリキュラム





•チェーンソー伐木技術、高性能林業機械操作等の高い
技術・技能を養成（20名程度）

技能養成コース

• 林業･木材産業の課題を主体的に研究し、分析や考察
する能力を養成（５名程度）

自主研究コース

• 会計や経営戦略など企業経営に関する基礎知識と実務
能力を養成（10名程度）

経営者育成コース

• 森林･林業･木材産業の知識等を活用し地域活性化に資
する能力を養成（５名程度）

地域活性化コース

総合選択実習 集中実習

企業内研修
実践的な伐木技術

森林施業ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ
森林施業プランナー

森林路網３
森林作業道作設

林業機械ﾒﾝﾃﾅﾝｽ実習
部品交換などメンテ

木材流通ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ
木材評価や木材流通

北森カレッジの授業の特徴
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入試方法
入学生、卒業生の状況

新
12

入学生の状況

入学試験の状況

入学生、卒業生の状況

区分 推薦 一般 合計 受験

R2年度 9
( 2)

25
(  2)

34
( 4)

37
(  4)

R3年度 31
(13)

9
(1)

40
(14)

47
(15)

R4年度 20
(  4) 

20
(  0)

40
(  4)

44
(  5)

R5年度 20
(10)

14
(  4)

34
(14)

41
(15)

合計 80
(29)

68
(7)

148
(36)

169
(39)

※（）内は農業高校等の卒業生で内数。 13
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卒業生の状況（令和４年度）
求人数 177人

求人企業等数 96

就業者数 32人

※学院の無料職業紹介事業等により道内に就
職した者を計上

56%
23%

7%

14%

林業事業体 森林組合
木材産業 その他

60%
31%

3%
3%3%

林業事業体 森林組合
木材産業 種苗生産
その他

入学生、卒業生の状況
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就職先

内定率 100％（32人／32人）、進路決定率97％（35人／36人）

入学生、卒業生の状況
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